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学内・学外における技術支援業務 | 

ならびに人材育成プログラムについて|

1. 通常業務:液化業務

2. 通常業務:技術サービス制度・技術アドバイザー・ナノテク支援

3. 若手専門人材育成プログラムの経過

図1 液化機本体

所属:技術サービス部

技術職員 村上達也

液体ヘリウムを必要とする装置が多数導入

超伝導量子干渉計(SQUID)

超伝導マグネット(SCM)

核磁気共鳴装置(NMR)

電子スピン共鳴装置(ESR)

一ζ二」

高価な液体ヘリウムを効率よく、

低いコストで、 安定して供給するために、
工作棟内にヘリウム液化室が設置。
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-液化機ならびに周辺機器の稼動状況:良好

-液体ヘリウムの供給状況:良好

-トラブルシューティングの内容をノートヘ記載(マニュアル化を目標)

スピードセンサー交換・タービン交換・..

-他機関の液化機の定期保守の情報を継続的入手:メンテナンス等ヘ反映

ex.理研液化設備の水素ガス除去対策

2 

.1学内学外に対する支援業務問2…固まで-

2006年技術サービス制度 開始

①|特徴
大学の最新鋭設備を利用して、民間・公設の研究機関、試験機関等では

対応できない測定・試作・試験を、また、大学の知識を活かして有料で技術指導等を実施

2006年技術アドバイザー制度 開始

②|特徴
共通装置の使用法指導:ダイシングマシーン、原子間力顕微鏡、ワイヤーボンディング・.. 

2007年ナノテク支援サービス制度開始

③|特徴 ー

大学等が有する先知的な研究施設・機器の無料で共用を進め，イノベーションにつながる
成果を創出するために、 文部科学省が新たに開始した委託事業

( 上記3つのカテゴリを三位一体とした支援業務を実施

3 



62

112学内戦に対する支援業務問2…固まで-

原子間力顕微鏡(AFM)@ナノセンター2階

pcmo-740-0.4um-a 

pcmo740.0.005 

Digitallnstruments 

Numberoiに samples 

ImageData 
Datascale 

x 2.000μm/div 
z 200.000nmjdiv 

viewangle 

lightangle 

図 2 酸化物薄膜の表面形状:高さ数100nmオーダーのグレインを確認

.試料の表面の形状分析をするために使用

・技術アドバイザー業務:装置の使用法に関する指導

4 

.学内学外に対する支援業務仇(……固までI
ウエハーダイシンゲマシーン@ナノセンタ-1階

イヤモンドカッター

図.3ダイシングマシーンを用いた基板力ットの様子

-基板(例えばSi基板)を研究に都合の良いサイズにカットするために使用

.技術アドバイザー業務:装置の使用法の指導

(2010年4月に装置のリプレイスを実施した)

5 
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.4学内学外に対する支援業務問2…固まで.
X線電子分光装置(XPS)マテリアル3棟1階 可石膏亘函玉孟面高ル圃 ・示百可面面玉孟面，

~::~::=:・:::~::=:
CIo~__1). 

図.4液体プロセスで作成された薄膜のデプスプロファイル

-サンプル表面lこX線を照射し、生じる光電子のエネルギーを測定することで、

サンプルの構成元素とその電子状態を分析するために使用

・ナノテク支援制度の装置担当者として学外の研究者・企業へ技術的支援を実施

6 

-学内学外に対する支援業務問2…固まで.
内容 件数

技術アドバイザー:AFM 15(共著論文3本)

技術アドバイザー:ダイシングマシーン 3 

技術アドバイザー:XPS 26 

技術アドバイザー:電子線蒸着装置 2 

技術アドバイザー:ワイヤーボンデ、イング装置 1 

技術サーピス制度:UPS 1 

技術サービス制度:島田E立ち上げ・薄膜のリスト作成 30 

技術サービス制度:スバッタ装置立ち上げ・薄膜のリスト作成 30 

技術サービス制度:民間企業からサンプル試作依頼・会社訪問 10 

ナノテク支援:XPS測定 畳量豊畳

オープンキャンパスに関する取組み

ー企画立案等の打ち合わせに参加・デモを実演ー 仁今盟副

資格:知財検定3級受験 昨通常業務に町スキルアップ

7 
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31 若手専問育成プ的ムー~'I'I!]年 i[']…タート

文部科学省大学等産学官連携自立化促進プログラム

若手専門人材育成プログラムの概要について

趣旨
・産学官連携活動に関する情報収集・分析能力・その活用に関する実践的能力に長けた事務職員

.幅広い『産』のニーズのわかる技術職員
・産学官連携に関する実践的能力を持つコーディネート人材

の3つのタイプの人材に対応するコースを通じて、計画的かつ継続的に若手専門人材を
育成することによって、産主幹官連携活動の質の向上を図る。

育成対象者及び人数 (1期につき}

.事務職員/1名
・技術職員/1名

・産学官連携研究員(ポスドク相当)/3名

8 

学生への教育・技術貢献

業務に関する自己啓発

教員への盟宜主撞・技術貢

て了
産のニーズがわかる

専門前技術コーディネーター

..".....-産学連携同同岡崎、、

/二 芋婚から母融轍僻蜘議¥
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33若 手 専 問 育 成 刈 ジ ウ ム

⑦幅広い「産Iのニーズのわかる技術職員像の調査

「北陸先端科学技術大学院大学若手専門人材育成シンポジウム」

〔開催日〕平成21年3月3日(火)13 : 00-17: 00 
〔会場〕一橋記念講堂(東京都千代田区一ツ橋2-1-2学術総合センター肉)

〔参加者数) 144名

〔目的〕

・産学官連携の今後を担うことが期待される若手専門人材を育成するうえでの

諸課題を浮き彫りにするとともに、それらを克服するための手掛かりを得る

・シンポジウムの企画・立案・集客まで幅広く参画することで企画立案能力の向上を図る

当日の流れ

10:00 -12:30: 技術職員の育成に関する情報連絡会
13:00 -17:00: 北陸先端科学技術大学院大学若手専門人材育成シンポジウム

(第1部、第2部)

34若 手 専 問 育 成 山 ジ ウ ム

技術職員による情報連絡会

大学 | 発墨書イトル

大学共同利用機関法人商工ネJレギー臓器研究糊|高エネルギー加速嗣究欄技術職員の研糊度について

太学共同利用樺開法人高エネルギー加速器研究濁構|高エネルギ一如速器研究極構掠術職員専門課程研修について

沖縄高専

沖縄高専

京都大

新渇大

電気通信大学

東京工業大学

東京工業大学

名古屋工業文学

奈良先端大

大阪大学

大阪大学

岩手大

岩手大

技術職員の人材育成についてー京都大学原子炉実験所技術室の場合一

『電気通信大学における技術部集合研修について」

東京工業大学技術部半導体・MEMS支援セン事ーにおける人材育成

『研修企画の取り組みと人材育成プログラム」

『名古屋工業大学技術部組織での人材育成』

NAIST技術職員の研修移加プロセスと問題点

『大阪大学及び理学研究科の職員研修について」

『大阪大学及び理学研寛科の職員研修について」

岩手太学技術部における技術職員研修の現状

岩手太学技術部における技術職員研修の現状

参加された技術職員の人数:40名以上

10 

11 
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35若手専門人材育成シンポジウム | 
技術職員による情報連絡会

12 

6若手専門人材育成河内ム

第1部
『人材育成プログラムを考える』をテーマとして話題提供

東京大学産学連携本部・(独)国立科学博物館・(財)日本立地センター

第2部
『国立大学法人における技術職員の育成と産学連携』をテーマとしてパネルディスカッション

山下勝比拡氏(株)東芝技術企画室理事
川田宏之氏 早稲田大学基幹理工学部教授

上松和義氏 新潟大学工学部技術総括
山田省二技術サービス部長・教授

13 
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37提言課題

提言

・産学連携において大学を変えるキーパーソンの一人が大学の技術職員なのではないか
.ノウハウを蓄積するためにも大学の技術職員が産学連携人材として重要である

課題

・営業的な感覚と経験が必要

・特許の理解とマーケティング能力

・学内の研究者とその研究内容についての理解能力
.企業訪問するための予算獲得

出張学内公開セミナー(一…固まで)
ー幅広い「産」のニーズのわかる技術職員像の調査ー

出張先・学内公開セミナー 成果

若手専門人材育成シンポジウム
産学連携に閲する人材育成の調査
技術職員と人事交流〈日人〉

中部イノペネット 産のニーズに閲する調査

平成21年度京都大学総合技術研究会 座長・人材育成の聞査・技術職員と人事交流 (20人〉

産のニーズに聞する調査
MEX金沢 企業の技術者と人事交流白人〉

技術サービス制度・ナノテク支援制度の紹介

第日国産学連携会瞳 産のエーズに関する闘査・人事交流 (10人)

口頭発表・技術職員の人材育成等の調査
人事支漉(10人〉

14 

平成21年度石川県地区国立文学法人等技術研修
シグマ光機〈株〉との人事交流・技術サービス制度の紹介
〈薄膜コーティングに興味を示している旨回答を頂いた〉

産のエーズに閲する闘査
異分野連携フォーラム ....4研究合同企画~ 企業の技術者と人事交流(10人〉

技術サービス制度・ナノテク支援制度の紹介

15 
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3.9出張学内公開セミナー(問2…固まで)

ー幅広い「産』のニーズのわかる技術職員像の調査ー

出彊先・掌肉公開セミナー 成果

技術サービス制度受注 ・人事実施 (5人〉
県肉企集と技術サーピス制度の打ち合わせ (卒書生を獲得したいとの生の声を聞きだす〉

(本学教員との面醸希望を受け、実陪に面眼を実施〉

公開セミナー:蹟争的資金制度と獲得実践 競争的資金獲得のためのノウハウ蓄積の一助

公開セミナー:コーディネーシヨンのケースス事ディ
文部科学省産学連携コーディネーーから実際の実務肉容を
紹介頂いた

公開セミナー:期待される産学官連携コーディネ-~像 民間企書の観点から産学官連携コーディネー舎の望まれる
書を脱明頂いた

産学官連揚人材育成セミナー 技術職員と人事実施(10人〉

平成21年度高エネルギー加速・研究栂構技術研究会 技術蔵員の人材育成等の圃査・人事交涜 (5人〉

実行要員と研修生の蘭合わせ
喰略展開プログラム実行要員会，加

研修生に求められていることの確寵

学外に対する支援業務

内容 件数

技術サービス制度:MBE立ち上げ・薄膿のリスト作成 30 

技術ザーピス制度:スバッタ装置立ち上げ・薄膿のリスト作成 30 

技術サービス制度:民間企業からサンプル試作依頼・会社訪問等 10 

ナノテク支援 :XPS調~定 昼盤量生

よコー
今後の予定・課題

-技術サービス制度(薄膜作成等)で身につけた技術力・専門性を生かし

ナノテク支援・技術サービス制度の推進

-共同研究への橋渡しの仕組みづくり

-圏内と大学のネットワーク構築

16 
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